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アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 

共同教科開発学専攻は，愛知教育大学と静岡大学が共同して教育課程を構成している後期３年のみの博士課程です。本共同専攻で

は，子どもたちを取り巻く環境を視野に入れ，教科との関わりの中で学校教育が抱える複雑化，多様化した諸課題に対応した教育及び研

究を行っています。 

【目指す教育】  

本共同専攻は，教科開発学について高度で専門的な教育及び研究を行うことで，次のような能力を持つ者の育成を目指しています。 

◎教育事象の因果関係を把握し，教科との関わりの中で学校教育が抱える諸問題に対応した研究を自立して遂行できる能力 

◎学術的及び専門的知見を教科内容として構成し，教育論，教科内容の構成原理や教育方法，教材を開発する能力 

◎学校教育の実践を理論化し，その理論を実践に活かす能力 

【求める学生像】  

本共同専攻では，大学院修士課程又は専門職学位課程や教育現場等で培った十分な学力，研究力，実践力に加え，新たな学問分野

に挑戦する意欲を有し，博士の学位取得後，教科開発学の分野において自立して研究と実践を行い，大学教員をはじめとした研究者とし

て，広く教育界に貢献する意志がある者を求めています。 

【入学者選抜の基本方針】  

入学者の選抜は，小論文試験，外国語（英語）筆記試験，口述試験の結果を総合して行います。 

◎小論文試験  教育に関するテーマで，研究に必要な論述力を評価します。 

◎外国語（英語）筆記試験  教育に関する英文で，研究に必要な英語力を評価します。 

◎口述試験  これまでの研究内容と入学後の研究計画等を中心に行います。その際，出願書類を資料とします。 
 

ディプロマ・ポリシー（修了認定・学位授与の方針） 

共同教科開発学専攻は，学校教育が抱える複雑化し，多様化した諸問題に対応した高度な教科学と教育環境学を融合した教科開発

学を学び，学位取得後に国公私立大学の教員養成系の学士課程，教職大学院を含む大学院課程等の高等教育機関において，自立した

教科開発学分野の教育者及び研究者として，高度な資質を持った教員養成を行うことのできる者を育成することを目的としています。 

本共同専攻では，規定の年限在学し，かつ，所定の単位を修得し，以下のような能力を獲得するとともに，指導教員の指導の下で必要

な研究指導を受けて学位論文を作成し，学位論文の審査及び当該論文を中心とした最終試験に合格した者に「博士（教育学）」の学位

を授与します。 

◎教育事象の因果関係を把握する能力を身につけ，教科との関わりの中で学校教育が抱える諸問題に自立して対応し得る研究能力 

◎学術的な専門的知見を教科内容として構成できる能力を身につけ，教育論，教科内容の構成原理や教育方法，教材を開発する能力 

◎理論と実践の検証能力を身につけ，学校教育の実践を理論化し，その理論を実践に活かす能力 

なお，学位論文の審査にあたっては，客観性及び厳格性を確保するため，「学位論文審査基準」を定めており，学位論文はこの基準を

満たすものであることが求められます。 
 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

【教育課程の編成の方針】  

共同教科開発学専攻では，子どもたちを取り巻く環境を視野に入れ，教科との関わりの中で学校教育が抱える複雑化し，多様化した諸

課題に対応した教科開発学の分野における研究を行いつつ，専門に関する幅広い知識や深い理解に基づき研究を遂行する能力及び実

践力を有する大学教員をはじめとした研究職を志向する者の育成をめざし，以下の科目等で教育課程を編成し実施します。 

◎教科開発学の原理的諸課題や教科開発学の研究方法論を習得したり，大学教員としての教育実践力，教員ＦＤ等，実践的諸課題を

探究したりするための専攻基礎科目 

◎教育環境学と教科学の先進的かつ多様な知見を習得するとともに，その知見を教科開発，教育方法，教材開発などに活用すること

を追究するための専攻分野科目 

◎教員から提示された研究課題や自己の研究課題について，成果発表を通した学生自身の課題追究，各学生の研究進捗状況をフォ

ローアップするための専攻応用科目 

【教育課程における教育・学習方法に関する方針】  

共同教科開発学専攻における教育は，授業科目の履修と学位論文の作成に関する指導によって行われます。具体的な教育・学習方法

に関する方針は次のとおりです。 

◎教科開発学の研究方法論を習得し実践的諸課題を探究するために，講義，討論，発表形式等の授業を行う。 

◎教育環境学と教科学の先進的かつ多様な知見を習得し教科開発などに活用することを追究するために，演習，グループワーク，フィ

ールドワーク等の授業を行う。 

◎自己の研究課題を追究し研究成果を評価するために，発表形式の授業を行う。 

【学習成果の評価の方針】 

授業科目の成績評価は，シラバス等に明示した判定基準に従いますが，その方針としては，おおむね次のとおりに評価するものとしま

す。 

◎授業科目の評価は，科目の態様にしたがって，筆記試験，口頭試問，報告書等によって行う。 

◎最終試験の評価は，博士論文についての研究成果及びこれらに関連する授業科目について，口頭又は筆記により行う。 



 

 

共同大学院について 
１．共同して教育課程を構成する大学院（共同大学院）とは 
複数の大学が連携して教育研究資源を最大限に活用し，地域の活性化，多様で特色ある

教育研究を推進するため，共同で教育課程を実施し，連名で学位授与を可能とする仕組みを
利用した大学院です。 
２．本共同大学院の主な特徴 
(1) 愛知教育大学と静岡大学の連名による学位が授与されます。 
(2) 愛知教育大学と静岡大学の両大学に在籍することになりますが，主として研究指導を担
当する専任教員（主指導教員）が在籍する大学に学籍を置き，当該大学の他の学生と同様
のサービスを受けることができます。また，「学籍を置かない」大学でも図書館利用などのサ
ービスを受けることができます。ただし，一部，各大学の事情により利用できない施設等があ
る場合があります。 

(3) 学籍を置いた大学以外の構成大学の教員（副指導教員，指導補佐教員）からも研究指
導が受けられる体制となっています。 

(4) 愛知教育大学と静岡大学の両大学で開講する，共同大学院の講義を受講することがで
きます。 

３．出願大学，受験大学，学籍を置く大学について 
(1)主指導教員の所属する大学には関係なく，出願書類等の提出先及び入学者選抜試験会
場は静岡大学となります。 

(2) 入学後に学籍を置く大学は，主指導教員の所属する大学となり，入学手続，授業料等の
納付，奨学金の申請等に関して，当該大学の学生として取り扱います。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報の取り扱い等について 
【愛知教育大学】 

〇教育・学習データ利活用について 

本学では，「国立大学法人愛知教育大学教育・学習データ利活用ポリシー」を定め，日々の教育や学習に関するデータを取

得し，そのデータを安全な方法で保持・分析を行い，客観的データに基づいて教育改善や学生等の学習支援を図るとともに，

データ利活用から得られた成果を公開し，広く社会に還元することに取り組んでいます。 

入学者選抜に用いた試験成績等の個人情報は，入学後，教育・学習データとして取り扱います。 

【参考】「国立大学法人愛知教育大学教育・学習データ利活用ポリシー」 

https://kitei.aichi-edu.ac.jp/doc/auekitei/print/708.html 

〇個人情報の取り扱いについて 

①本学が保有する個人情報は，「個人情報の保護に関する法律（平成 15年法律第 57号）」等の法令を遵守するとともに，

「国立大学法人愛知教育大学個人情報保護規程」等本学の関係規定に基づき厳密に取り扱い，個人情報保護に万全を

期しています。 

②本学では，出願時に提出された個人情報（住所・氏名・生年月日等）及び入学試験成績情報は，入学選抜に関する業務，

入学後の奨学制度申請，修学支援業務及びこれらに付随する業務並びに「愛知教育大学教育・学習データ利活用ポリシ

ー」に基づくデータに利用します。 

【参考】「国立大学法人愛知教育大学個人情報保護規程」 

https://kitei.aichi-edu.ac.jp/doc/auekitei/print/82.html 

 

【静岡大学】 

個人情報については，「個人情報の保護に関する法律」及び「静岡大学個人情報管理規則」に基づいて，次のとおり取り扱い

ます。 

(1) 出願書類に記載された個人情報及び入学者選抜に用いた試験成績は，①入学者選抜（出願処理，選抜実施），②合格発

表，③入学手続業務，④入学者選抜方法及び大学教育改善を支援するための調査・研究を行うために利用します。 

(2) 入学者の個人情報については，①教務関係（学籍，修学指導等），②学生支援関係（健康管理，授業料免除・奨学金申請，

就職支援等），③授業料徴収，④入学者選抜方法及び大学教育改善を支援するための調査・研究を行うために利用します。 
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学生募集要項 

１  分野及び募集人数 

共同教科開発学専攻 

分 野 
募 集 人 数 

  愛知教育大学   静 岡 大 学 

教 育 環 境 学 

若干名 ４名 
人文社会系教科学 

自 然 系 教 科 学 

創 造 系 教 科 学 

２  出 願 資 格 

次の各号のいずれかに該当する者 

１. 修士の学位又は専門職学位（学校教育法（昭和22年法律第26号）第104条第１項の規

定に基づき学位規則（昭和28年文部省令第９号）第５条の２に規定する専門職学位をいう。

以下同じ。）を有する者（令和８年３月31日までに取得見込みの者を含む） 

２. 外国において，修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者（令和８年３

月31日までに取得見込みの者を含む） 

３. 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位又は

専門職学位に相当する学位を授与された者（令和８年３月31日までに取得見込みの者を

含む） 

４. 我が国において外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度にお

いて位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を

修了し，修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者（令和８年３月31日ま

でに取得見込みの者を含む） 

５. 国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法

（昭和51年法律第72号）第１条第２項に規定する1972年12月11日の国際連合総会決

議に基づき設置された国際連合大学の課程を修了し，修士の学位に相当する学位を授与

された者（令和８年３月31日までに取得見込みの者を含む） 

６. 外国の学校，前述４の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し，大

学院設置基準（昭和49年文部省令第28号）第16条の２に規定する試験及び審査に相当

するものに合格し，修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者（令和８

年３月31日までに合格見込みの者を含む） 

７＊. 後期３年博士課程への入学に関し，修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上

の学力があると認められる者として文部科学大臣の指定した者（平成元年文部省告示第1

18号） 

 

 



 

- 2 - 

(1) 大学を卒業し，大学，研究所等において，２年以上研究に従事した者で，本共同専攻

において，当該研究の成果等により，修士の学位を有する者と同等以上の学力がある

と認めた者 

(2) 外国において学校教育における16年の課程を修了した後，又は外国の学校が行う

通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育

における16年の課程を修了した後，大学，研究所等において，２年以上研究に従事した

者で，本共同専攻において，当該研究の成果等により修士の学位を有する者と同等以

上の学力があると認めた者 

８＊. 本共同専攻において，個別の出願資格審査により，修士の学位又は専門職学位を有す

る者と同等以上の学力があると認めた者（修士論文と同等以上の価値があると認められる

顕著な研究業績（学術書や全国学会誌に掲載された査読付き学術論文）を有する者）で，

令和８年３月31日までに24歳に達している者 
 

＊出願資格 ７ 又は ８ により出願しようとする者は，9ページに記載する「９ 出願資格に関す

る事前審査」により，出願資格認定のための審査を受けなければならないので注意してくださ

い。 

３  出 願 手 続 

(1) 出願書類 

書類等 提出該当者 
提出 

部数 
摘    要 

① 入学願書 全  員 １部 所定の用紙に必要事項を記載し提出すること。 

② 

修了（見込）証明

書（修士課程又

は専門職学位課

程のもの） 

修士課程又

は専門職学

位課程修了

(見込)者 

１部 
出身（在籍）大学長又は研究科長等が作成したものを

提出すること。 

③ 

成績証明書 

（修士課程又は

専門職学位課程

のもの） 

修士課程又

は専門職学

位課程修了

(見込)者 

１部 
出身（在籍）大学長又は研究科長等が作成し，厳封した

ものを提出すること。 

④ 

受験票，入学検

定料受付証明書

貼付票，写真票 

全 員 １部 

所定の用紙に必要事項を記載し，日附印の押された入

学検定料受付証明書を貼付し，切り離さずに提出するこ

と。 

⑤ 
受験票送付用 

封筒 
全 員 １部 

所定の封筒に出願者の住所，氏名を記入し，返信用郵

便切手（410円分）を貼って提出すること。 

（ただし，送料等の改定があった場合は，不足分受取人

払いで送付します。） 

⑥ 宛名票 全 員 １部 所定の用紙に必要事項を記載し提出すること。 

⑦ 
出願書類 

提出明細票 
全 員 １部 所定の用紙に必要事項を記載し提出すること。 
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⑧ 
修士論文等の 

写し 

修士課程又

は専門職学

位課程修了

者 

２部 

所定の「修士論文等」を表紙として提出すること。また，

日本語又は英語で書かれたもの以外は，和訳を付すこ

と。なお，修士論文等とは，次の(1)～(3)のいずれかとす

る。 

 (1) 修士論文 

 (2) 修士論文作成以降，現在までに発表した論文 

(3) 特定の課題についての研究（課題研究）の成果 

⑨ 

修士論文等の 

進捗状況 

報告書 

修士課程又

は専門職学

位課程修了

見込者 

２部 

Ａ４判の用紙を使用し，修士論文等の進捗状況報告書

（修士論文等の中間報告書）をまとめ，所定の「修士論

文等」を表紙として提出すること。また，最終ページに指

導教員等による報告書の内容に対するコメントを記載者

の職名・署名入りで付すこと。 

⑩ 

修士の学位相当

以上の論文の 

写し 

出願資格７又

は８により出願

する者 

２部 

修士の学位相当以上の論文とは，学術書や全国学会誌

に掲載された査読付き学術論文をいう。所定の「修士論

文等」を表紙として提出すること。また，日本語又は英語

で書かれたもの以外は，和訳を付すこと。 

⑪ 

修士論文等（修

士論文等の進捗

状況報告書，修

士の学位相当以

上の論文を含む）

の概要 

全 員 ３部 

Ａ４判の用紙を使用し，修士論文等（修士論文等の進捗

状況報告書，修士の学位相当以上の論文を含む）の概

要を和文で4,000字以内（英文の場合は2,000語以

内：（注）1参照のこと）にまとめ，所定の「修士論文等の

概要」を表紙として提出すること。 

⑫ 研究計画書 全 員 ３部 

本共同専攻において研究しようとする課題，３年の在籍

期間における研究の計画，研究の方法，この課題につい

ての研究の現状，本人のこれまでの研究との関連等に

ついて和文で2,000字以内（英文の場合は1,000語以

内：（注）1参照のこと）にまとめ，所定の「研究計画書」

を表紙として提出すること。 

⑬ 
研究業績 

一覧 
全 員 ３部 

修士論文等を含め，本専攻において研究しようとする課

題に関連のある本人の著書・論文・口頭発表・作品発表

等の研究業績一覧を所定の用紙に記入し，これまでの

研究の概要を和文で2,000字以内（英文の場合は1,0

00語以内：（注）1参照のこと）にまとめ，所定の「研究

業績一覧」を表紙として提出すること。 

⑭ 承諾書 該当者 １部 
在職中の者で，現職のまま本共同専攻に入学しようとす

る者は，所定の「承諾書」を提出すること。 

⑮ 送付票 全員 1部 
必要事項を記入し，出願書類一式を封入した封筒に貼

り付けること。 

※所定の表紙は必要に応じコピーし添付の上，提出すること。 
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【外国人留学生の場合の追加提出書類】 

⑯ 在留カード等 
日本に在住す

る外国人 
１部 

日本に在住する外国人は，次のいずれかの証明書を提出

すること。 

ア 在留カードの写し（在留資格・在留期間が確認でき

る箇所を含むこと） 

イ 入国査証の写し（記載事項のある全てのページ） 

⑰ 
国費外国人留学

生証明書 

国費外国人

留学生 
１部 

在籍している大学発行の国費外国人留学生証明書を提

出すること。 

 

（注）1. 出願書類は日本語で記載してください。（外国人留学生で英語を主たる使用言語とする

者は，英語で記載してもよい。） 

2. 証明書等で英語以外の外国語による記載のものについては，必ず和訳を添付してくだ

さい。 

3. 提出書類のうち⑧⑨⑩⑪⑫⑬については，必要部数をコピーして，それぞれ一部ずつク

リップ（又はダブルクリップ）留めにしてください。 

4. 各証明書と現在の姓が異なる場合は，改姓の事実が確認できる証明書を添付してくだ

さい。 

5. その他必要に応じて証明書等の追加提出を求める場合があります。 

 

 (2) 入学検定料の振り込み 

   検定料（30,000円） 

・令和８年１月１９日(月)までの間に本要項に同封の｢入学検定料払込書｣の｢ご依頼人欄｣

に志願者本人の氏名(３ヶ所）住所等（２ヶ所）を記入し，最寄りのゆうちょ銀行又は郵便

局の窓口に現金を添えて払い込み，検定料を払い込んだことを証明する「入学検定料受

付証明書」（振替払込受付証明書：日附印があるもの）を「入学検定料受付証明書貼付

票」の所定の欄に貼り付け，出願書類と一緒に提出してください（払込手数料は本人負

担）。 

 

ただし，現在，愛知教育大学大学院修士課程，専門職学位課程又は静岡大学大学院修

士課程，専門職学位課程に在籍中の者が，愛知教育大学大学院・静岡大学大学院教育

学研究科共同教科開発学専攻に出願する場合は，入学検定料を徴収しません。 

 

また，出願者が自然災害等の被災者である場合，入学検定料の払い込みが免除される

場合がありますので，第一希望として指導を受けることを希望する教員の在籍する大学に

出願前に問い合わせてください。 

 

・払い込まれた検定料は，次の場合を除き，返還しません。 

    (ア) 出願書類を提出しなかった場合 

    (イ) 検定料を誤って二重に払い込んだ場合 

    (ウ) 出願書類が受理されなかった場合  

 

 



 

- 5 - 

＊検定料の返還請求方法 

適宜の用紙（便箋等）に次の１～７を明記した「検定料返還請求書」を作成し，必ず「郵

便振替払込受付証明書」又は「払込金受領証」のいずれかを添付して，令和８年２月 

９日（月）〔必着〕までに静岡大学教育学部学務係（〒422-8529 静岡市駿河区大谷

８３６）へ郵送してください。なお，返還に係る振込手数料は請求者の負担とします。 

  

(3) 出願方法 

角形２号の封筒の表に必要事項を記入した送付票を貼り付け，出願書類を一括して簡易

書留郵便で送付してください。 

 

(4) 出願期間 

   令和８年１月１３日（火)から１月2０日(火)まで 
（郵送に限る。１月2０日(火)17時までに静岡大学教育学部学務係に必着のこと） 

 

(5) 出願書類等の送付先 

   〒422-8529 静岡県静岡市駿河区大谷８３６ 

静岡大学教育学部学務係 

TEL(054)-238-4579 

（注）出願受付は，静岡大学のみで行っています。愛知教育大学には送付しないでください。 

       

(6) その他出願に際しての留意事項 

ア 出願書類提出後における記載事項の変更は一切認めません。 

イ 出願書類に不備があるときは，受理しないことがあります。 

ウ 受理した出願書類は返還しません。 

エ 身体に障害のある者で，受験に際して特別の配慮を必要とする者は，令和７年１２月 

1９日（金）までに申し出てください。 

 

(7)研究指導教員について 

本共同専攻の設置趣旨に基づいて，入学後に各学生に対し主指導教員及び両方の大学

から少なくとも１名以上の副指導教員を配置し，３名以上の教員の指導の下で研究を行うこ

大学院入学検定料返還請求書 

１  返還請求の理由 

２  出願しようとした大学院研究科専攻名 

３  氏名（フリガナ） 

４  現住所 

５  連絡先電話番号 

６  返還請求額 

７  返還金振込先   

・金融機関名（金融機関コード），支店名（支店コード） 

※ 可能な限り,ゆうちょ銀行以外の金融機関 

・預金種別（当座・普通），口座番号 

・口座名義人（フリガナ） 

・口座名義人が志願者と異なる場合は，志願者との続柄 
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とになります。出願に際して，主指導教員として指導を受けることを希望する教員を11～12

ページの「共同教科開発学専攻専任教員一覧」に記載されている教員のうち，◎印を付し

てある「主指導教員となり得る教員」の中から選び（第２希望は空欄でも可）入学願書に記

入してください。その場合，大学をまたいで主指導教員を選択して希望することも可能です。

また，副指導教員については，入学後，主指導教員の指導の下に共同専攻所属教員の中か

ら選ぶことになります。 

４  受験票の交付 

受験票，受験案内は，令和８年1月３０日（金）頃に静岡大学より郵送します。 

５  入学者選抜方法 

(1) 選抜方法 

入学者の選抜は，出願書類と小論文試験，外国語（英語）筆記試験，口述試験の結果を総

合して行います。 

 

(2)  選抜試験の日程 

 ※ 悪天候等で入学試験を延期する場合は，令和８年２月２１日（土）の７時30分までに静岡大

学教育学部ホームページ(https://www.ed.shizuoka.ac.jp/)で通知します。延期となっ

た場合は，令和８年２月２２日（日）に実施します。 

 (3) 選抜試験の内容・配点 

① 小論文試験（配点：100点） 

      教育に関するテーマを出題します。 

② 外国語（英語）筆記試験（配点：100点） 

教育に関する分野を扱った英文で研究に必要な英語力を問います 

（電子辞書を含む辞書の持ち込み可 ※１）。 

③ 口述試験（配点：200点） 

      これまでの研究内容と入学後の研究計画等を中心に行います。 

※ 外国人留学生のうち英語で研究指導を受ける者は，上記の試験を英語で受験するこ

とができます。 

 

※１  次の機能を持つ電子辞書は使用できません。 

   ・翻訳機能（文章を文書に翻訳できるもの） 

   ・スキャナー機能 

   ・Wi-Fi 接続機能 

   また，音声入力・出力を試験中に使用することはできません。 

実施日 試験科目等 試験時間 

令和８年２月２１日（土） 

小論文試験 ９：30～10：30 

外国語（英語）筆記試験 10：45～11：45 

口述試験 13：00～ 
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上記のほか，入学試験実施委員長が使用を認められないと判断する電子辞書に

ついても使用することができません。 

ご不明の点は事前にお問い合わせください。 

問い合わせ先：静岡大学教育学部学務係 電話（０５４）２３８-４５７９ 

 

過去の共同大学院の入試問題は，ホームページ（https://www.aichi-edu.ac.jp/ex

am/entrance/kyodo_shikien_mondai.html）で閲覧できます。また，愛知教育大学入

試課窓口，静岡大学入試情報閲覧室（静岡キャンパス共通教育Ａ棟４階），静岡大学教育

学部学務係でも閲覧することができます。 

６  選抜試験会場 

    静岡大学 

        所在地 ： 静岡県静岡市駿河区大谷836 

        TEL ： (054)238-4579 

         （詳細は，受験票送付時に同封する受験案内で確認してください。） 

７  合格者の発表 

    日  時 ： 令和８年３月２日(月) 10：00 

    発表方法 ： 合格者の受験番号を愛知教育大学及び共同大学院のホームページに掲載しま

す。 

愛 知 教 育 大 学  https://www.aichi-edu.ac.jp/ 

共同大学院    https://subdev.ed.shizuoka.ac.jp/ 

     

・合格者には，合格通知書を即日郵送します。 

・入学手続関係書類については合格通知書に同封して郵送します。 

    注）電話その他による合否の照会には一切応じません。 

 

８  入学手続 

(1) 入学手続期間 

（以下の日程は予定です。詳細は後日合格者に郵送する入学手続関係書類で確認してくだ

さい。） 

 

愛知教育大学に学籍を置くことを許可された者 

日   時 場   所 

【持参の場合】 

令和８年３月13日（金）～14日（土） 

９：00～16：00 （ただし，12：00～13：00を除く） 愛知教育大学 

【郵送の場合】 

令和８年３月13日（金）17：00必着 
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静岡大学に学籍を置くことを許可された者 

日   時 場   所 

【持参の場合】 

令和８年３月1３日（金） 

９：00～15：00（ただし，12：30～13：30を除く） 
静岡大学 

教育学部学務係 
【郵送の場合】 

令和８年３月1２日（木）17：00必着 

 

両大学とも，上記期間内に入学手続をしなかった場合は，入学する意思がないものとし

て取り扱います。 

 

(2) 納入金（入学料・授業料） 

納入金については，合格者宛てに送付する「入学手続要項」にて案内します。入学手続の前

に学籍を置く大学指定の払込書にてゆうちょ銀行又は郵便局の窓口で納入してください。 

入学料     282,000円《令和７年度実績額》 

授業料前期分  267,900円《令和７年度実績額》 

（授業料年額   535,800円） 

なお，入学時及び在学中に納入金の改定が行われた場合には，改定時から新入学料及び

新授業料を適用します。 

 

(注)１．入学料，授業料等の学納金の納入方法については，合格者に送付する入学手続要項

において案内します。 

２．入学料は，入学手続までに必ず納入してください。 

３．現在，愛知教育大学大学院修士課程，専門職学位課程又は静岡大学大学院専門職

学位課程に在籍中の者で，令和８年４月以降引き続き愛知教育大学大学院・静岡大

学大学院教育学研究科共同教科開発学専攻に進学する者は，入学料は不要です。 

４．前期分授業料については，令和８年４月中に納入してください。 

５．入学手続完了者が，令和８年３月31日までに入学を辞退しても，納入済の入学料は

返還しません。 

６．それぞれの大学において入学料免除等の規定があります。詳細は，学籍を置く大学に

問い合わせてください。 
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９  出願資格に関する事前審査 

「２ 出願資格」（１ページから２ページに記載）のうち ７ 又は ８ のいずれかによって出願し

ようとする者は，出願書類を提出する前に，下記に記載する出願資格認定審査を受けなければな

りません。 

【出願資格認定審査申請・審査方法等】 

(1) 提出書類 ①出願資格認定申請書  所定の用紙によること。 

②履歴書              所定の用紙によること。 

③卒業証明書          出身大学の学長が作成したものを提出すること。 

④成績証明書          出身大学の学長又は学部長が作成し，厳封したも

のを提出すること。 

⑤研究歴申立書        所定の用紙によること。 

⑥研究業績書          所定の用紙を表紙に用いること。修士の学位相当

以上の論文の別刷又は研究の成果（写し）を添付す

ること。なお，必要に応じて各種証明書等の追加提

出を求めることがあります。 

 

(2) 提出方法 

提出方法は，「簡易書留」による郵送のみとします。 

ア 提出期間：令和７年１２月１２日（金）～ １２月１９日（金）（期間内必着） 

イ 提出先 ：〒422-8529 静岡県静岡市駿河区大谷836 

           静岡大学教育学部学務係 TEL：(054)238-4579 

 (3) 審査方法 

提出書類による書面審査を行い，必要な場合は口述試問による審査を行います。 

 

(4) 口述試問 

口述試問は，選択する分野に関連する事項について質疑応答を行います。なお，口述

試問を実施する必要がある場合は，場所・日程等について，申請者に個別に通知します。 

 

(5) 審査結果の通知 

審査の結果は，出願受付開始日までに申請者に通知します。 

 

１０  入試情報の開示 

当該年度の博士課程における受験者で不合格となった者は，出願の際に第一希望として指

導を受けることを希望した教員の所属大学へ，試験成績の開示申請をすることができます。詳細

は下記までお問い合わせください。 

 

  愛知教育大学入試課 

   〒448-8542 刈谷市井ケ谷町広沢１    TEL (0566)26-2203 

 

  静岡大学教育学部学務係 

   〒422-8529 静岡市駿河区大谷836    TEL (054)238-4579 
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１１  安全保障輸出管理について 

経済産業省「安全保障貿易管理」 

https://www.meti.go.jp/policy/anpo/gaiyou.html 

ENGLISH PAGE https://www.meti.go.jp/policy/anpo/englishpage.html 

 

【愛知教育大学】 

愛知教育大学では,「外国為替及び外国貿易法」に基づき,「国立大学法人愛知教育大学安全

保障輸出管理規程」を定め,外国人留学生の受入れに際し厳格な審査を実施しています。 

規制事項に該当する場合は,希望する教育が受けられない場合や研究ができない場合がありま

すので,注意してください。 

【参考】「国立大学法人愛知教育大学安全保障輸出管理規程」 

愛知教育大学ホームページ 

https://www.aichi-edu.ac.jp/intro/research/export_control.html 

 

【静岡大学】 

静岡大学では，「外国為替及び外国貿易法」に基づき，「静岡大学安全保障輸出管理規則」を

定め，外国人留学生の受入れに際し厳格な審査を実施しています。 

規制事項に該当する場合は，希望する教育が受けられない場合や研究ができない場合がありま

すので，注意してください。 

【参考】「静岡大学安全保障輸出管理規則」 

静岡大学規則集  

https://reiki.adb.shizuoka.ac.jp/aggregate/catalog/index.html 

第2章 組織・運営＞静岡大学安全保障輸出管理規則 
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共同教科開発学専攻専任教員一覧 （主な担当授業科目と研究テーマ） 

◎主指導教員となり得る教員 

〇副指導教員となり得る教員 

※：令和９年３月退職 

※※：令和１０年３月退職 

 

 分野 ／ 大学 愛知教育大学 静 岡 大 学 

研 

究 

指 

導 
教 
員 

教育環境学 

◎石川 恭（教授･博士（教育学）） 

遊び文化環境論研究（遊び文化論,余暇教

育論，遊び環境論,子どもと遊び論） 

◎野平 慎二（教授･博士（教育学）） 

教育哲学･思想論研究（教育哲学，教育思

想史，物語論的人間形成論） 

◎竹川 慎哉（准教授･博士（教育学）） 

教育方法･内容論研究（教育方法学，教育

課程論，批判的リテラシー教育，授業研究） 

○石田 靖彦（教授･博士（心理学）） 

学校適応論研究（教育・社会心理学，学校・

学級への適応過程,関係の親密化） 

○梅田 恭子（教授･博士（学術）） 

ＩＣＴ教育研究（情報教育,教育工学,ＩＣＴ活

用） 

◎鎌塚 優子（教授･博士（教育学）） 

養護実践教育学論研究（養護教育の実践

に関わる教育，学校保健学） 

◎香野 毅（教授･博士（心理学）） 

特別支援教育学研究（からだを窓口とした

援助，障害領域における心理支援，動作法，

子育て支援） 

◎中村 美智太郎（准教授･博士（学術）） 

人間形成論研究（教育哲学，教育思想，道

徳教育，情報倫理,キャリア教育） 

人文社会系教科学 
◎伊藤 貴啓（教授･博士（理学）） 

地理学教材論研究（地理学教材論,農業地

理論，経済地理論，地誌論） 

 

自然系教科学 

※◎岩山 勉（教授･博士（理学）） 

物理教材論研究（理科におけるものづくり

教育,先端科学技術の活用と還元） 

◎大鹿 聖公（教授･博士（学術）） 

理科教材開発論研究（理科教材開発，環

境教育・ＥＳＤ／ＳＤＧｓ，理科カリキュラム） 

○小谷 健司（教授･博士（理学）） 

数学教育内容論研究（数学教材開発） 

※◎小南 陽亮（教授･理学博士） 

生物教育内容論研究（生物多様性教育の

ための教材開発，生態系教育内容論） 

◎郡司 賀透（准教授･博士（教育学）） 

理科教育論研究（理科カリキュラム論，理科

教材論，理科教育内容選択論） 

創造系教科学 

◎寺本 圭輔（教授･博士（人間環境学）） 

保健体育内容論研究（運動生理学,身体

組成，発育発達，水泳） 

 

※※◎紅林 秀治（教授･博士（学校教育学）） 

技術教育教材論研究（技術教育論，技術教

育教材開発，設計を主体とした技術教育） 

◎杉山 康司（教授･博士（スポーツ健康科学）） 

体育・課外活動教材論研究（身体運動学，

体力科学，体育･スポーツ科学） 

◎村上 陽子（教授･博士（学術）） 

家庭科教材論研究（食文化，食品･料理色

彩学，食品物性学） 
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 分野 ／ 大学 愛知教育大学 静 岡 大 学 

授 

業 

担 

当 

教 

員 

教育環境学 

野崎 浩成（教授･博士（工学）） 

教授学習論研究（情報教育，日本語教育，認

知科学） 

 

塩田 真吾（准教授･博士（学術）） 

情報教育学研究（ＩＣＴ，キャリア教育，遠隔

教育） 

小林 敬一（教授･博士（教育心理）） 

心理学的アプローチによる教育研究（教授

学習，社会心理学） 

渋江 かさね（准教授・博士（学術）） 

生涯教育学研究（成人教育，社会教育，教

師教育） 

 

人文社会系教科学 

田口 達也（教授･PhD in English） 

第二言語教育論研究（応用言語学，言語教

育心理学） 

近藤 裕幸（教授･博士（学術）） 

社会科教育論研究（社会科教育，地理教育） 

 

伊藤 宏二 （准教授･博士（文学）） 

 （西洋近世史，歴史教育，世界史教育） 

中條 暁仁（准教授・博士（文学）） 

（社会経済地理論，地域教材開発論） 

中村 ともえ（准教授･博士（文学）） 

文学教材論研究（日本近代学研究，文学

教材の開発） 

   大瀧 綾乃（講師･博士（教育学））       

外国語教育論研究（第二言語習得） 

自然系教科学 

宮川 貴彦（教授･博士（理学）） 

物理教育内容論研究（原子・分子・量子エレ

クトロニクス,物理教育） 

 

創造系教科学 

山田 浩平（准教授･博士(スポーツ健康科学）） 

保健科教育論研究（健康教育学，学校保健 

学,学校安全） 

縄田 亮太（准教授･博士(体育学）） 

球技教材開発論研究（スポーツバイオメカニ 

クス,コーチング学,バレーボール） 

長谷川 慎（教授･修士（音楽）） 

日本伝統音楽実践研究（日本音楽，地歌

箏曲演奏） 
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選抜試験会場・交通案内 
静岡大学周辺ＭＡＰ 

 

 
 

 

静岡大学への交通案内 
 

JR静岡駅北口のしずてつジャストラインバス8B番乗り場から 美和大谷線「静岡大学」行き,「東大

谷」（静岡大学経由）行き,「ふじのくに地球環境史ミュージアム」（静岡大学経由）行きに乗車し「静

岡大学」又は「静大片山」で下車。 

＊美和大谷線「東大谷」（静岡大学を経由しないもの）行きに乗車した場合は,「片山」で下車。 

（所要時間25分,1時間に5～7本運行） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


